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赤ちゃん学
の“赤ちゃん”とは「ヒト
のはじまり」を象徴しています。

「同志社大学赤ちゃん学研究セン
ター」は、いまだに解明されていない胎
児から始まる成長・発達のメカニズムと
いった赤ちゃん学研究のハブとして、文科
省の『共同利用・共同研究拠点』に認定さ
れています。本講座では、その研究ネッ
トワークを活かし、「ヒトのはじまり」
の最前線の研究について専門家か

らお話しいただきます。
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事前申し込みが必要です。裏面の申し込み方法を事前申し込みが必要です。裏面の申し込み方法を
参照の上、お申し込み下さい。参照の上、お申し込み下さい。
事前申し込みが必要です。裏面の申し込み方法を
参照の上、お申し込み下さい。

受講無料

第  回1

7.247.247.24（水）（水）（水）

第  回2

（月）（月）（月）8.268.268.26
第  回3

（火）（火）（火）9.249.249.24

18:00-18:05 開会挨拶
18:05-19:15 板倉先⽣ご講演（70 分）
19:15-19:25 質疑など（10 分）
19:25-19:30 休憩（5 分）
19:30-20:00 所内⾒学（⾃由解散）（30 分）

18:00-18:05 開会挨拶
18:05-19:30 講演（85 分）
19:30-20:00 トークセッション（30 分）
※ファシリテータによる進⾏

日時日時日時
とプログラム

快風館快風館快風館

18:00～20:0018:00～20:0018:00～20:00

会場会場会場
同志社大学 同志社大学 
学研都市キャンパス学研都市キャンパス
同志社大学 
学研都市キャンパス

全日



快⾵館けいはんなオープンイノベーションセンター
（ＫＩＣＫ）

快⾵館

【公共交通機関（電⾞とバス）ご利⽤の場合】
　■JR 学研都市線 「祝園」 駅 ⼜は 近鉄電⾞ 「新祝園」 駅から
　　奈良交通バス ( 約 6 分 )　1 番のりば (36、 37、 56 系統 )
　　「けいなわ通り」 下⾞ 徒歩 5 分 
　■近鉄電⾞ 「学研奈良登美ヶ丘」 駅から奈良交通バス（約 20 分）
　　1 番のりば（56 系統）「けいなわ通り」 下⾞　徒歩 5 分

※ご記⼊いただいた個⼈情報は、 本イベント参加者の把握と、 けいはんなリサーチコンプレックス事業のイベント案内に利⽤させていただきます。

各回、 開催⽇の前⽇までに、 下記の⽅法でお申し込みください。
お申し込みお申し込みお申し込み

ACCESSACCESSACCESS【⾞をご利⽤の場合】
　■駐⾞場はありますが限りがございます。
　　利⽤を希望される場合は、 お⼿数ですが、 申し込みの際に
　　必ずその旨、 ご連絡いただきますようよろしくお願い致します。 　

いずれも、 ご所属（会社、 学校）、 ⽒名、 メールアドレスを明記の上、 必ず 「⾚ちゃん学基礎講座／第○回申し込み」 と申し込み
の回を記載してください。 「ご希望の回のみ」 または 「複数回」 の同時申し込みも可能です。

［メール］seminar@keihanna-rc.jp
［web］  https://keihanna-rc.jp/events/event/baby2019/

板倉 昭⼆⽒
同志社⼤学⾚ちゃん学研究センター
専任フェロー教授／副センター⻑
京都⼤学名誉教授

7.247.247.24（水）（水）（水）

⾚ちゃんの科学的理解の
意味すること
〜⾚ちゃん学の可能性〜

⾚ちゃん学研究センター
　　　　　　　施設⾒学

第  回1

佐治 量哉⽒
⽟川⼤学農学部 ・ 脳科学研究所
准教授

⾚ちゃんの脳を測る
〜⽣後 1年間の眠りを
　　　　　　　紐解くエッセンス

（月）（月）（月）8.268.268.26

トークセッション
ファシリテーター
板倉 昭二氏

第  回2

川井 敬⼆⽒
熊本⼤学⼯学部⼟⽊建築学科 
教授

⼦どもたちのための⾳響設計
　〜聴く⼒を育てる空間づくり

トークセッション
ファシリテーター

（火）（火）（火）9.249.249.24
第  回3

専門家による講演ののち、1回目はセンターを見学し、2回目、3回目はセンターの研究者がファシリテーターを
つとめて、赤ちゃん学的視点で会場の参加者の皆様とともに議論を深めます。

東京⼤学⼤学院総合⽂化研究科博⼠課程修了。
東京⼥⼦医科⼤学助⼿、 スウェーデンウプサラ⼤学
⼼理学部リサーチアソシエート、 同志社⼤学⼼理
学部准教授、 NTT コミュニケーション科学基礎研
究所リサーチスペシャリスト、 等を経て 2015 年 4
⽉より現職。 臨床発達⼼理⼠。 専⾨はコミュニケー
ションの発達です。 感覚･知覚、 顔認知、 個体間
インタラクションや⾃閉スペクトラム症を含みます。加藤 正晴⽒

⽟川⼤学農学部 ・ 脳科学研究所／准教授。 筑
波⼤学⼤学院博⼠課程⼯学研究科修了、 博⼠

（⼯学）。 豊橋技術科学⼤学、 東京⼤学研究員
などを経て現職。 現在、 鶴川⼥⼦短期⼤学、 東
京⼤学教育学部付属発達保育実践学研究セン
ターでも教育 ・ 研究活動を⾏っている。 「⾚ちゃんラ
ボ」 で⾚ちゃんの⼼の声（脳波）に⽿を澄ますのが
ライフワーク。佐治 量哉⽒板倉 昭⼆⽒

同志社⼤学⾚ちゃん学研究センター　副センター⻑
／専任フェロー（教授）。 京都⼤学名誉教授。 中
国 ・ 浙江師範⼤学、 浙江理⼯⼤学、 イタリア ・ ミ
ラノカトリック⼤学客員教授。 ⽇本⾚ちゃん学会副
理事⻑、 ⼼理学評論刊⾏会代表。 京都⼤学⼤
学院理学研究科霊⻑類学専攻修了。 京都⼤学
理学博⼠。 専⾨は発達科学、 進化発達⼼理学、
Developmental Cybernetics。

熊本⼤学⼟⽊建築学科 建築学教育プログラム 教
授 博⼠（⼯学）。 ⽇本建築学会 ・ ⼦どものため
の⾳環境 WG 主査。 建築を⾳の⾯から設計する
「建築⾳響学」を専⾨としている。 この10年あまり、
保育室空間における良好な建築⾳響づくりとその効
果の検証に取り組んでいる。 ⽇本建築学会から来
年度刊⾏予定の 『学校施設の⾳環境保全規準 ・
設計指針』 改定版に追加される、 保育空間の⾳
環境設計指針の作成に参画している。

川井 敬⼆⽒

加藤 正晴氏
同志社⼤学⾚ちゃん学研究センター
特任准教授


